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  Foreword  Etsuya SHIBAYAMA (The Univ. of Tokyo), Kentaro TORISAWA (National Institute of Information and Communications Technology), Kenjiro TAURA (The Univ. of 
  Tokyo) and Kenji KONO (Keio Univ.) 

 881 総括記事：特定領域研究「情報爆発（Info-plosion）」：本格稼働から 2年を経過して　喜連川優
  Info-plosion Project : Current Reports   Masaru KITSUREGAWA (The Univ. of Tokyo) 
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 890 1．キーワードサーチを超える情報爆発サーチ─自然言語処理で価値ある未知をマイニング─
  鳥澤健太郎・中川裕志・黒橋禎夫・乾健太郎・吉岡真治 ・藤井　敦・喜連川優
  Beyond Keyword Search - Info-plosion Search for Mining Valuable Unknowns -  Kentaro TORISAWA (National Institute of Information and Communications 
  Technology), Hiroshi NAKAGAWA (The Univ. of Tokyo), Sadao KUROHASHI (Kyoto Univ.), Kentaro INUI (Nara Institute of Science and Technology), Masaharu YOSHIOKA 
  (Hokkaido Univ.), Atsushi FUJII(Univ. of Tsukuba) and Masaru KITSUREGAWA (The Univ. of Tokyo) 

 897 2．情報爆発時代のための新しい超高速アルゴリズム　宇野毅明・湊　真一・竹田正幸
  Revolutionarily Fast Algorithms for Info-plosion Era  Takeaki UNO (National Institute of Informatics), Shinichi MINATO (Hokkaido Univ.)  and Masayuki TAKEDA  
  (Kyushu Univ.) 

 904 3．情報爆発は情報システムをも「爆発」させる　松岡　聡
  Information Explosion Makes Information Systems Explode  Satoshi MATSUOKA (Tokyo Institute of Technology)  

 912 4．対話を通じてユーザの意図・興味を探り情報検索・提示する情報コンシェルジェ　
  河原達也・川嶋宏彰・平山高嗣・松山隆司
  ''Automated Information Concierge'' based on Proactive Dialog and Information Retrieval  Tatsuya KAWAHARA, Hiroaki KAWASHIMA, Takatsugu HIRAYAMA 
  and Takashi MATSUYAMA (Kyoto Univ.) 

 919 5．情報爆発時代におけるオープン・イノベーションの活性化：ITによる社会基盤の刷新
  須藤　修・後藤玲子・山本隆一・柴崎亮介
  Activation of Open Innovation in the Info-plosion Era : Renovation of Social Infrastructure by IT  Osamu SUDOH (The Univ. of Tokyo), Reiko GOTOH (Ibaraki 
  Univ.), Ryuichi YAMAMOTO and Ryosuke SHIBASAKI (The Univ. of Tokyo)  

  ［パート II：情報分野研究者のためのオンリーワン共有イノベーションプラットフォーム］
 926 0．前書き～研究者が作る研究基盤　田浦健次朗
  Preface : Research Infrastructures Built by Researchers' Hands  Kenjiro TAURA (The Univ. of Tokyo)  

 927 1．SlothLib/EaRDB：マイサーチエンジン開発環境支援
  大島裕明・中村聡史・赤星祐平・中田秀基・喜連川優・田中克己
  SlothLib/EaRDB : Platform for Supporting Development of My Search Engine  Hiroaki OHSHIMA, Satoshi NAKAMURA, Yuhei AKAHOSHI (Kyoto Univ.), 
  Hidemoto NAKADA (National Institute of Advanced Industrial Science and Technology), Masaru KITSUREGAWA (The Univ. of Tokyo) and Katsumi TANAKA (Kyoto Univ.)
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 978 2．恐るべし，コンピュータ将棋　中川大輔
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　長編SF「アイヴォリー」（Mike Resnick）は20年前に書かれたが，銀河暦6303年での宇

宙規模の情報検索が描かれている．3042年を最後に行方不明となったキリマンジャロ・エ

レファントの牙の在り場所を，過去1000年間の美術品と生物のコレクション，競売のカタ

ログ，マサイ族と地球産の動物に関する歴史書・研究書，などを検索して探す．だめなら

3042年まで500年ずつさかのぼる．12時間ほどで，4375年での在り場所が判明する．そ

して次には，というぐあいに話は進む．6303年での情報システム規模は書かれていないが，

人類はすでに渦状肢全体に拡がっているので現代の100億倍ぐらいか．などという試算をし

ても意味はないが，情報の専門家ではない人が持つ「検索可能性」の1つのイメージであろ

う．今月号の特集は「情報爆発時代におけるわくわくする ITの創出を目指して」で，河野健

二らがエディタ．検索技術ばかりでなくさまざまな応用も扱う．本特集全体は科研費（特定

領域）の成果内容をもとにしているので「成果報告書」の感もあり，解説記事として内容が

練れていないものも散見される．最初の記事中に示されている研究組織の説明，支援班の活

用，経産省プロジェクトや総務省プロジェクトとの深い関係，などは参考になる向きも多か

ろう．膨大な数の携帯が生成する個人活動データの高速マイニングの話は考えさせる．

　今月号はもう1つ，ミニ小特集「コンピュータ将棋は止まらない」がある．エディタは田中

哲朗．先頭記事（松原仁）の最初の「とうとうコンピュータ将棋がアマチュアのトップに勝

利した」の文と，「静寂といったらいいのか，沈黙といったらいいのか（会場の雰囲気）」と

いう安食総子の文とが印象深い．網羅的な評価素関数群を膨大な対戦データベースを用い

て学習するという強力な手法が将棋向上の原動力であるらしい．おのおののソフトの作者の

個性も支えた選手権報告（伊藤毅志）も楽しい．プレステ3やFPGAの登場も目をひく．

　「次世代VoIPを考える－VoIP Conference 2008での議論から－」（西谷智広ら）は，標記

会合（2008年2月）からの話題．Voice over IPという名称の意味を超えて，いろいろな技術

を巻き込みながら進展しているらしい．P2P, NGN, NAT, さらにはSNSと，関連する基礎技

術やアプリケーションの幅も広い．

　「音楽理論の諸相－伝統的音楽理論と認知的音楽理論」（平賀譲）は，“道しるべ：計算の

視点から音楽の構造を眺めてみると”のシリーズ．そもそも「理論」とは何か，から説き始

めて理論を3種類に分類してみせるところなどは著者の面目躍如．GTTMと IRM（という理

論モデル）の説明も簡素で要を得ている．

　「情報技術の国際標準化と日本の対応」（情報規格調査会）は，昨年度の ISO/IEC JTC 1お

よび同会の活動の記録．相変らず組織や手続きの見直しが活発に行われているらしい．技

術的トピックスのNFC（近距離無線通信規格）が面白い．

　前号でタイミングの関係で山田尚勇先生の追悼記事に触れそこなった．東大へこられた

当初は「日本人は魚ばかり食っているから力が出せないんですよ」とおっしゃっていたのに，

すぐに大好物になられたのを想い出す．20年前に研究室がすぐそばだった戸塚洋二さんも

亡くなった．時の流れ．  （Nimble Jack）
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